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北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　

解
決
に
向
け
て
（
11
）

不法投棄現場周辺にかかる水質分析結果
（平成18年度経年変動調査分）

　小口字北沢地内不法投棄現場周辺の水質分析結果をお知ら
せします。
調査項目　健康項目、生活環境項目、その他
採  水  日　平成18年６月12日及び26日
採水場所　１周辺環境水　　 （1）投棄地直下河川
　　　　　　　　　　　　　 （2）農業用水
　　　　　　　　　　　　　 （3）小口川上流
　　　　　２投棄現場　 　　（4）投棄地下流側浸出水 
　　　　　　　　　　　 　　（5）投棄地内浸出水
　　　　　３周辺人家井戸水 （6）人家井戸水２ヵ所
調査結果⇒周辺への汚染拡大の兆候は認められない。
　詳細については環境整備対策室（☎０２８７－９２－１１１０）
にお問い合わせください。

①
施
設
ゾ
ー
ン

　

最
終
処
分
場
そ
の
も
の
の
機
能

を
有
す
る
ゾ
ー
ン
で
す

　

埋
立
地
、
浸
出
水
処
理
施
設
、

管
理
施
設
、
防
災
調
整
池
、
覆
土

置
場
、
北
沢
不
法
投
棄
物
前
処
理

施
設
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

②
里
山
保
全
ゾ
ー
ン

　

緩
衝
緑
地
帯
を
含
め
た「
里
山
」

と
し
て
保
全
す
る
ゾ
ー
ン
で
す
。

現
状
の
ま
ま
手
を
加
え
な
い
で
自

然
を
保
全
し
て
い
き
ま
す
。

③
水
辺
空
間
ゾ
ー
ン

　

備
中
沢
沿
い
に
お
け
る
沢
の
保

全
と
親
水
を
目
的
と
す
る
ゾ
ー
ン

で
す
。
備
中
沢
の
自
然
と
親
し
み

触
れ
合
え
る
よ
う
な
整
備
を
目
指

し
ま
す
。

　

道
路
計
画
は
、
で
き
る
限
り
既

存
の
道
路
を
利
用
し
地
域
住
民
の

交
通
安
全
に
十
分
配
慮
す
る
と
と

も
に
、
道
路
の
機
能
面
、
利
用
面

等
を
考
慮
し
た
将
来
に
わ
た
っ
て

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
図
れ
る
計

画
と
し
ま
す
。

町民説明会のお知らせ
　馬頭最終処分場基本設計（案）及び環境影響評価書（案）
に関する説明会を開催しますので、ぜひご参加ください。
日　時　９月21日（木）午後７時～午後９時
場　所　馬頭総合福祉センター

廃棄物搬入道路、工事用道路

不法投棄物搬入道路 等

専用導水管

　

前
回
は
、
県
で
計
画
し
て
い
る
処
分
場
の
概
要
に
つ
い
て
「
馬
頭
最
終
処
分
場
基
本
計
画
」
に
あ
る
４
つ
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
説
明
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
計
画
を
説
明
し
ま
す
。

　

処
分
場
は
、
周
辺
地
域
か
ら
の
景
観
等
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
安
全
面
、
自
然
環
境
面
へ
の
影
響
を
考
慮

し
た
施
設
配
置
に
な
る
計
画
で
、
大
き
く
分
け
て
３
つ
の
ゾ
ー
ン
か
ら
な
り
ま
す
。
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○
下
水
道
の
役
割

　

下
水
道
は
私
た
ち
が
日
常
使
っ

た
洗
濯
や
お
風
呂
、
台
所
の
水
や

ト
イ
レ
の
し
尿
（
汚
水
）
を
、
下

水
管
を
通
じ
て
下
水
処
理
場
に
集

め
、
き
れ
い
な
水
に
浄
化
し
て
自

然
に
還
元
し
ま
す
。（
雨
水
は
流

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
ま
で

ど
お
り
側
溝
等
に
流
し
て
く
だ
さ

い
。）
下
水
道
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、

・
川
の
水
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

・
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
ま
す
。

・
汚
れ
た
水
が
側
溝
へ
流
れ
な
く

　

な
り
、
悪
臭
や
蚊
、
ハ
エ
の
発

　

生
を
防
ぎ
ま
す
。

○
那
珂
川
町
の
下
水
道

　

那
珂
川
町
の
下
水
道
は
、
市
街

地
と
そ
の
周
辺
地
域
を
中
心
と
し

た
、
馬
頭
処
理
区
、
小
川
処
理
区

・
・
・
下
水
道　

い
つ
か
私
に　

も
ど
る
水
・
・
・

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」
で
す

　

「
下
水
道
の
日
」
と
は
・
・
・

　

「
下
水
道
の
日
」
は
、
世
界
の
先
進
国
の
中
で
も
遅
れ
て
い
た
下
水

道
の
普
及
（
当
時
の
普
及
率
は
６
％
）
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
」
と
し
て
、
１
９
６
１
年
（
昭
和
36
年
）
に

始
ま
り
、
２
０
０
１
年
に
よ
り
親
し
み
の
あ
る
名
称
と
し
て
「
下
水
道

の
日
」
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

の
汚
水
を
浄
化
し
、
き
れ
い
に

な
っ
た
水
を
川
に
放
流
し
ま
す
。

馬
頭
処
理
区

　

平
成
18
年
３
月
に
供
用
を
開
始

し
、
市
街
地
の
一
部
に
お
い
て
下

水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
計
画
区
域
内
の
整
備

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

小
川
処
理
区

　

平
成
５
年
３
月
に
供
用
を
開
始

し
、
下
水
道
区
域
内
の
約
80
％
の

方
が
下
水
道
を
使
っ
て
い
ま
す
。

○
下
水
道
へ
接
続
の
お
願
い

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
も
、
下

水
道
区
域
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、
水
路
の
汚

れ
や
悪
臭
は
無
く
な
り
ま
せ
ん
。

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
、
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
を

図
る
た
め
に
、
一
日
も
早
く
下
水

道
に
接
続
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
取

り
組
み
で
効
果
が
発
揮
さ
れ
ま

す
。

　

な
お
、
汚
水
を
下
水
道
へ
流
す

た
め
の
接
続
工
事
は
、「
那
珂
川

町
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」
で
な

け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
指
定
工
事
店
で
は
諸
手

続
き
を
代
行
し
ま
す
の
で
、
簡
単

に
手
続
き
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
課
下
水
道
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

２
０
０
２

水道メーター交換のお知らせ

　水道メーター交換時期（８年経過）を迎
えたお宅へ、町指定給水工事業者がお伺い
しますので、ご協力ください。

　交 換 時 期　１０月１日～１０月１５日
　問い合わせ　上下水道課水道係
　　　　　　☎０２８７―９２―２００２

　ようやくしのぎやすい季節
となりましたが、いかがお過
ごしでしょうか。さて、自己
紹介します。新しい国際交流
員として、那珂川町の姉妹都
市ホースヘッズ村から５時間
半くらい離れた、カナダのバ
ローナーという町から来たア
ンドリュー・シュークと申し
ます。家族は父と母と４人兄

弟で、私は長男です。大学は数学が専門で、オンタリオ州
のウォータールー大学を卒業しました。音楽が好きで、サッ
クスを吹いたりギターやピアノを弾いたりします。
　今回で、日本に来たのは３回目です。茨城県の日立市と
水戸市に住んでいたことがあります。そこで、英語を教え
たり、日本語を勉強したりしていました。今回は JETプロ
グラムで再来日することになりました。なぜ日本や日本語
に興味を持つようになったかというと、カナダで日本人と
知り合って、夏目漱石や遠藤周作、三浦綾子の作品を読むう

ちに日本人の性格などが面白くて、興味深くなったからです。
　那珂川町は田舎だと言えば、私のカナダでの暮らしを思い
出します。６才の時に、家族が都会から田舎へ引っ越したも
のですから、家族は皆、生活の習慣を変えなければなりませ
んでした。カナダの田舎の生活は厳しくて、人間にいろいろ
なことを教えてくれます。特に、私は忍耐することを学びま
した。
　毎年３月になると、祖父と祖母と家族は一緒にメープルシ
ロップを作ったものです。学校が終わると私は祖父母の手伝
いをしました。仕事の後で、いつもお話をしてもらい、彼ら
から自然の楽しみ方等たくさんのことを学びました。晴れた
夜には天の川がきれいに見えます。夕食後、家族で一緒にゆっ
くり空を眺めたこともありました。また、それぞれが物思い
に耽
ふけ

ったりすることができます。カナダの生活は私にとって
良い経験となり、様々なことを教えてくれる良い先生でした。
　そして、家族は都会で生活するより田舎で生活する方が、
より絆が深まり、お互いにとって大切なものになりました。
　皆さんからも那珂川町の田舎の生活を教えていただきなが
ら、国際交流員としてがんばりたいと思います。
これからよろしくお願いいたします。

アンドリュー・シューク

初めまして


